
を興す~風と水と太陽と

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
産
地
消

日
本
各
地
に
は
、
風
力
、
水
機
の
開
発
・
生
産
を
市
内
の
中
小

力
、
太
陽
光
な
ど
様
々
な
再
生
可
企
業
が
担
っ
た
。
牧
野
氏
は
「
地

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
せ
る
地
域
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
地
域

域
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
自
ら
考
え
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ

地
消
の
取
り
組
み
が
地
域
産
業
振

1
の
地
産
地
消
を
考
え
る
上
で
非

興
に
も
つ
な
が
れ
ば
一
石
二
鳥
常
に
重
要
」
と
語
っ
た
。

だ
。
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

-

食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

り
に
詳
し
い
専
門
家
2
人
が
意
見
て
国
内
外
で
自
治
体
の
地
域
づ
く

を

交

わ

し

た

。

り

を

研

究

す

る

金

丸

弘

美

氏

は

、

国
か
ら
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
認
環
境
保
全
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

定
さ
れ
た
長
野
県
飯
田
市
の
牧
野

l
の
活
用
に
積
極
的
な
ド
イ
ツ
・

光
朗
市
長
は
、
保
育
園
な
ど
公
共
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
例
を
紹
介
。
れ

施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
ん
が
な
ど
廃
棄
物
の
再
利
用
に
取

る
事
業
を
紹
介
。
市
と
提
携
し
て
り
組
ん
だ
結
果
、
地
元
に
リ
サ
イ

事
業
を
進
め
た
地
元
企
業
が
、
サ
タ
ル
会
社
が
で
き
た
と
伝
え
た
。

1
ビ
ス
を
長
野
県
南
部
全
域
に
広
ま
た
、
水
田
保
護
の
た
め
に
コ

げ
た
と
い
う
。
自
治
体
の
枠
を
越
メ
の
無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
む
兵

え
て
事
業
の
効
果
を
出
す
た
め
庫
県
豊
岡
市
で
、
収
穫
し
た
米
が

に
、
民
間
の
活
力
を
と
り
入
れ
る
環
境
に
優
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し

大
切
さ
を
指
摘
し
、
「
環
境
政
策
て
売
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

は
行
政
の
自
己
満
足
で
終
わ
っ
て
緯
も
示
し
た
。

は
い
け
な
い
」
と
強
調
し
た
。
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
が
地

小
水
力
発
電
事
業
で
は
、
発
電
元
経
済
に
好
影
響
を
与
え
た
と

¥ 

牧野光朗氏

金丸弘美氏

し
、
金
丸
氏
は
「
各
地
に
は
、
経

済
を
回
す
小
さ
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

(
生
態
系
)
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

国
任
せ
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で

考
え
、
実
行
す
る
地
域
は
う
ま
く

回
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
を
圏
全
体
に
広
げ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

牧
野
氏
は
「
戦
後
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
機
運
が
地
域

に
醸
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
行
政

も
、
地
域
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
」
と
分

析
。
住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
地

域
の
可
能
性
を
探
る
大
切
さ
を
指

摘
し
た
。

金
丸
氏
は
行
政
に
よ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
「
地
域
の
資
源
を

ど
う
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
大

切
」
と
説
明
。
補
助
金
に
頼
っ

て
、
お
上
頼
み
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
だ
自
治

体
は
あ
ま
り
効
果
を
生
み
出
せ
て

い
な
い
と
指
摘
し
、
「
行
政
が
地

域
を
知
り
、
地
域
内
の
資
源
を
連

携
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
と
う
ま
く

い
く
」
と
述
べ
た
。
(
牧
内
昇
平
)

小さな経済今後のモデル

日
本
経
済
の
発
展
は
、
人
も

産
業
も
都
市
周
辺
に
集
中
さ

せ
、
貿
易
立
国
を
目
指
し
た
結

果
だ
っ
た
。
大
量
生
産
、
大
量

販
売
の
「
大
き
な
経
済
」
が
効

率
的
で
、
発
展
に
は
不
可
欠
だ

と
い
う
共
通
認
識
を
作
り
上
げ

た
。
電
力
の
需
給
体
制
も
原
子

力
発
電
に
象
徴
さ
れ
る
大
規
模

シ
ス
テ
ム
が
基
盤
だ
っ
た
。

し
か
し
、
分
割
明
会
で
の
議
論

を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
の
は
「
小
さ
な
経
済
」
の
有

効
性
だ
。
風
力
や
水
力
、
太
陽

光
な
ど
の
自
然
の
恵
み
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
あ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
産
地
消
し
、
お
金
を
身
近

な
揚
所
で
回
し
、
地
域
の
活
性

佑
に
も
役
立
つ
事
例
は
す
で
に

各
地
で
み
ら
れ
る
。

住
民
や
企
業
、
行
政
が
中
央

に
頼
ら
ず
、
自
立
的
に
知
恵
を

出
し
合
う
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

さ
ら
に
他
の
地
域
に
も
伝
え
て

ゆ
く
。
「
3
・
1
」
後
の
日
本

の
モ
デ
ル
は
「
小
さ
な
経
済
」

の
集
合
体
か
も
し
れ
な
い
。

(
編
集
委
員
・
安
井
孝
之
)

コーディネーターから


